
チャレンジを続ける釣船での時間は、
アクティビティを超える体験に

 最新鋭の機器を備える、さながら海釣りの基地 
漁船「清和丸」で、釣りの楽しさを体感してもらう
遊漁船業を営む宮本さん。13年前に、釣りを通して
人の笑顔や楽しむ様子に触れ、事業を始められたそ
うだ。今では、年間のべ3千人をお迎えしているとか。 
 お一人で一日舟を借り切って、釣果があってもな
くても、宮本さんや船員の方とのお話しで満足され
て帰られるお客様のお話しをして頂き、あぁ、釣
りってアクティビティにとどまらない、魚を釣るま
でのプロセスを楽しめる「時間の共有ツール」と感
じた。今、小学生のお子様には料金を頂かず、少し
でも家族連れできてもらいやすくし、子ども達が大
人になったときに、原体験として、釣りの面白さ、
釣りを通してできた特別な時間を思いだしてもらえ
たら嬉しいと、宮本さんは目を輝かせる。 
 今では普通になった、乗り合いの形態をいち早く
発案導入し、様々なチャレンジをしてこられた宮本
さん。同じ魚でも時代によって釣り方が変わるらし
く、釣りの研究にも熱心だ。釣り上げた魚を食する
という体験の広がりも視野に入れられていて、清和
丸は、阿南市に人を呼び込み、人を繋げる起点にま
すますなっていく。 

Profile

フィッシングボート清和丸
阿南市椿港で、伊島から徳島県南沖にかけて、様々な釣法に対応する総合釣船で
釣り体験を提供する遊漁船事業を展開


